
ICAS10参加報告 

 

 2017 年 7 月 20～23 日にタイ・チェンマイにおいて ICAS10（The 10th International 

Convention of Asia Scholars）が開催されました 北東アジア地域研究・国立民族学博物館

拠点からは池谷和信教授、岸上伸啓教授、辛嶋博善拠点研究員が参加いたしました。タイ・

ラジャマンガラ工科大学のサッカリン・ナ・ナン講師をディスカッサントに迎えてパネル

“PRODUCTION AND DISTRIBUTION OF NATURAL RESOURCES IN NORTHEAST 

ASIA”を組織しました。北東アジアを地域の自然資源の多様性を軸として発表を行うとと

もに、東南アジアとの比較の視点も含めて議論を行いました。発表者およびタイトルは以下

のとおりです。 

 

IKEYA Kazunobu 

Changing Marine Resources in Japan: Abalone, Kelp, Sea urchin 

KARASHIMA Hiroyoshi 

Reduction of transaction costs: a case study of the market economy of Mongolian 

pastoralists 

KISHIGAMI Nobuhiro 

Indigenous trading networks across the Bering Strait from the eighteenth to the 

twentieth centuries 

 

 


